
　６月21日、平生町老人クラブ連合会主催のシルバー・レ
クスポ大会が町体育館で開催され、町内各地域の老人クラ
ブ会員約80人が参加しました。
　大会では“きら・スポ”と呼ばれるボール投げ（写真）やダー
ツなど６種目のレクスポ競技を行い、得点を競いました。
誰でも楽しめるのが“きら・スポ”の魅力。会場には笑顔
が絶えず、老人クラブ同士の親睦も深まったようです。

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２ 国民年金の免除・猶予制度について

３ 国民健康保険、後期高齢者医療制度
限度額適用・標準負担額減額認定証について

７ 町長室の窓

９－ 11 まちの話題

16 － 17 情報伝言板

主な内容
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　平成 23 年度（平成 23 年７月～平成 24 年６月）の
国民年金保険料に未納はありませんか？　保険料に未
納があると、老後の年金だけでなく障害基礎年金や遺
族基礎年金など“もしも”のときの保障が受けられな
い場合があります。

　国民年金には経済的な理由などで保険料を納めるこ
とが困難な場合、申請をして承認されると保険料の納
付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年者
納付猶予制度」がありますので、納付に困ったときは
ご利用ください。

免除の種類　
　世帯構成 全額免除

一部免除
３／４免除 半額免除 １／４免除

４人世帯
（ご夫婦・お子さん２人） 162 万円 230 万円 282 万円 335 万円

２人世帯
（ご夫婦のみ） 92 万円 142 万円 195 万円 247 万円

単身世帯 57 万円 93 万円 141 万円 189 万円
免除後の保険料 ( 月額 ) 納付なし 3,750 円 7,490 円 11,240 円

国 民 年 金 保険料の納付に困ったときは
免除申請をご利用ください

■問合せ先
　徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２
　町役場町民課 保険年金班　☎（５６）７１１３

追納で満額老齢基礎年金を！
　保険料の全額免除や一部免除などの承認を受けた期
間は、保険料を全額納付した場合に比べ、将来受ける
年金額が少なくなります。
　承認を受けた月から 10 年以内であれば、保険料を
さかのぼって納めること（追納）ができますので、将来、
満額の老齢基礎年金を受けるためにも追納しましょ
う。
　ただし、承認を受けた年度から翌々年度を過ぎると、
当時の保険料に加算額が上乗せされます。

申請手続きについて
● 申請受付期間
 【平成 23 年度（平成 23 年７月～平成 24 年６月）分】
　７月 31 日㈫まで
 　※申請期間を過ぎると免除や猶予が受けられなく 
 　　なりますのでご注意ください。
 【平成 24 年度（平成 24 年７月～平成 25 年６月）分】
　７月２日㈪から
●申請場所
 町役場町民課、佐賀出張所、徳山年金事務所
●申請手続きに必要なもの
 印章、年金手帳または本人確認のできる書類
 退職の特例を受ける場合は雇用保険受給資格者証など

※「４人世帯」「２人世帯」のご夫婦は、夫か妻のどちらかにのみ所得がある世帯の場合、
また、「４人世帯」のお子さんは 16 歳未満の場合のめやすです。

※若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。
※退職者、震災・風水害などの被災者の方は所得に関係なく該当する場合があります。

 「免除の対象となる所得のめやす」と「免除後の保険料」

保険料免除制度
　基準となる所得に応じて保険料の全額または一
部が免除されます。
　要件
　本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下
の場合 ※申請する年度または前年度において退職

（失業）の事実があるときは、本人の所得を除外

若年者納付猶予制度
　免除制度が利用できない 30 歳未満の若年層を
対象に保険料の納付が猶予され、後払いができる
ようになります。
　要件
　本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合
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●
対
象
者

①
70
歳
未
満
の
人

②
70
歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人

※
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
人
は
、
交
付

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
有
効
期
間

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
毎
年
７
月

31
日
ま
で

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
以
下
「
認

定
証
」）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
認
定

証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
一
定
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
や
居
住
費

も
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
新
規
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】
随
時
（
８
月
１
日
か
ら
の

　
認
定
証
は
８
月
１
日
以
降
）

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
（
保
険
証
）、
印
章
（
認
印
）

●
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
証
が
必

要
な
人
は
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
個
別
の
ご
連
絡
は
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
各
自
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】
８
月
１
日
以
降

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３

●
対
象
者

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

●
有
効
期
間

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
毎
年
７
月

31
日
ま
で

●
新
規
申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
間
】
随
時
（
８
月
１
日
か
ら
の

　
認
定
証
は
８
月
１
日
以
降
）

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保

　
険
者
証
（
保
険
証
）

●
更
新
申
請
に
つ
い
て

①
平
成
24
年
8
月
以
降
の
認
定
区
分
が

　
「
区
分
Ⅰ
」※
１ 

に
該
当
す
る
人

▼
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
自
動

　

更
新
）
８
月
上
旬
に
新
し
い
認
定
証

　
を
送
付
し
ま
す
。

②
平
成
24
年
8
月
以
降
の
認
定
区
分
が

　
「
区
分
Ⅱ
」※
２ 
に
該
当
す
る
人

▼
申
請
が
必
要
で
す
。
7
月
下
旬
に
山

　

口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

　

ら
「
申
請
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ

　
れ
ま
す
。

【
申
請
期
間
】
８
月
31
日
ま
で

【
申
請
場
所
】
町
役
場
町
民
課

【
持
参
物
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）、
現
在
交
付
さ
れ

て
い
る
認
定
証
、
病
院
の
領
収
書
な

ど
の
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
書
類

（
現
在
「
区
分
Ⅱ
」
の
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
で
、
平
成
23
年
度
の
認

定
期
間
内
の
入
院
日
数
の
合
計
が
91

日
以
上
の
場
合
）

※
１
【
区
分
Ⅰ
】
世
帯
の
全
員
が
住

民
税
非
課
税
お
よ
び
所
得
が
０
円

（
年
金
収
入
は
控
除
額
を
80
万
円
と

し
て
計
算
）
ま
た
は
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者

※
２
【
区
分
Ⅱ
】
世
帯
の
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
区
分
Ⅰ
以
外
の
人

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３

　
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
８
３
（
９
２
１
）
７
１
１
１

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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山
口
県
知
事
選
挙
の

選
挙
公
報
に
つ
い
て

　

山
口
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
候
補
者

の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
記
載
し

た
選
挙
公
報
を
、
７
月
20
日
か
ら
27
日

ま
で
の
間
に
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
す

る
予
定
で
す
。
期
間
内
に
届
か
な
い
場

合
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
選
挙
公
報
は
次
の
場
所
な
ど

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
公
共
施
設
で
】

　

７
月
20
日
か
ら
次
の
施
設
に
備
え
付

け
る
予
定
で
す
。

　

町
役
場
（
総
務
課
）
▽
佐
賀
出
張
所

▽
中
央
公
民
館
▽
大
野
公
民
館
▽
曽
根

公
民
館
▽
町
図
書
館
▽
町
体
育
館

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
】

　

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.pref.yam

aguchi.
jp/gyosei/senkyo/

）
に
掲
載
さ
れ
る
予

定
で
す
。

山
口
県
瀬
戸
内
海
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　

山
口
県
瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
（
平
成
24
年
８
月

７
日
）
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

●
投
票
で
き
る
人　

山
口
県
瀬
戸
内
海

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
告
示
日　
７
月
24
日
㈫

●
投
票
日
時　

８
月
２
日
㈭　

午
前
７

時
～
午
後
６
時 
※
閉
鎖
時
刻
が
通
常
の

選
挙
と
異
な
り
ま
す
。

●
投
票
場
所　
佐
賀
公
民
館

●
開
票
日
時　

８
月
２
日
㈭　

午
後
８

時
～　
（
場
所
：
佐
賀
公
民
館
）

【
期
日
前
投
票
】

●
投
票
期
間　

７
月
25
日
㈬
～
８
月
１

日
㈬　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
投
票
場
所　
佐
賀
公
民
館

【
入
場
券
の
送
付
】

　

７
月
25
日
㈬
以
降
に
入
場
券
を
送
付

し
ま
す
。（
無
投
票
の
場
合
は
送
付
し
ま

せ
ん
。）
※
選
挙
権
の
あ
る
人
は
、
入
場

券
が
届
い
て
い
な
く
て
も
投
票
で
き
ま

す
。

　町では、乳幼児とひとり親家庭を対象に、
保険適用医療費の自己負担額を助成してい
ます。
  次の要件に該当し、現在受給者証の交付
を受けていない人は、申請手続きをしてく
ださい。
　また、すでに受給者証をお持ちの人は、
有効期間が７月31日㈫で満了となります
ので、更新手続きを行ってください。
　なお、平成22年度の税制改正により、
年少扶養控除および特定扶養控除の上乗せ
部分の廃止が行われましたが、福祉医療費
助成制度については、それらが控除されて
いるものとみなして所得制限を判定しま
す。

　本町では、山口県が実施する一部負
担金の導入は行なっていません。（従
来どおり、医療機関での保険適用医療
費の支払はありません。）

 乳幼児用
●対象者　小学校就学前の子ども
●所得制限　父母の平成24年度町民税所得割額（税額

控除前）の合計が136,700円以下

 ひとり親家庭用
●対象者　①18歳（高校卒業）までの子どもを養育す

る父子・母子家庭の父・母およびその子ども　②父
母のいない18歳（高校卒業）までの子ども

●所得制限　平成24年度町民税所得割額非課税世帯

 共通事項
●申請期間　７月20日㈮～31日㈫ （新規申請は随時受付）
●申請場所　町役場健康福祉課（更新申請に限り佐賀出張所も可）
●持 参 物　印章、健康保険証、更新の場合は旧受給者証
　※平成24年度町民税額を平生町で確認できない場合は、税額を
　　証明する書類

■問合せ先　町役場健康福祉課　☎（５６）７１１５

■
問
合
せ
先

　
平
生
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
町

役
場
総
務
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

選 
挙

福祉医療費受給者証（乳幼児用・ひとり親家庭用）の
交付（更新）申請について



ご存知ですか？
飲食店でのご飯（お米）
の産地表示
　平成 23 年７月１日から米トレーサビリティ
法により、レストラン、食堂、居酒屋、ホテル
などで提供される「白めし」のほか、寿司、チャー
ハン、カレーライスなどの米飯類についても産
地情報の伝達が義務付けられています。
　また、産地情報は小売店などで販売されるも
ち、だんご、米菓などの米
加工品にも表示されます。
　なお、お米を取り扱う全
ての事業者には、産地情報
などの取引の記録を作成し
保存しておくことが義務付
けられています。

■問合せ先
　中国四国農政局山口地域センター
　☎０８３（９２２）５２３１
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●
農
地
転
用
と
は
？

　
農
地
を
農
地
以
外
の
住
宅
用
地
や
工
場

用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど
に
用
途
を
変
え

る
こ
と
を
農
地
の
転
用
と
い
い
ま
す
。（
田

を
畑
地
と
し
て
造
成
す
る
場
合
は
転
用
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
別
に
届
出
が
必
要
で

す
。）

●
許
可
が
必
要
な
理
由

　
農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠
か
せ
な
い

食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤
で
す
。

　
特
に
、
耕
作
面
積
が
狭
い
う
え
に
人
口

が
多
い
我
が
国
で
は
、
食
料
自
給
率
も
低

い
た
め
、
優
良
な
農
地
を
大
切
に
守
っ
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
農
地
の
転
用
に
は
、
農
地

法
で
一
定
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
農
地

　
す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の
対
象
で

す
。

　
地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
さ
れ
て

い
な
く
て
も
農
地
性
（
農
地
と
し
て
活
用

で
き
る
状
態
）
が

あ
る
限
り
、
農
地

と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。

●
一
時
的
な
転
用
の
場
合

　
農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
き
場
、
作
業

員
仮
宿
舎
、
砂
利
採
取
場
な
ど
と
し
て
利

用
す
る
場
合
も
転
用
と
な
り
、
許
可
が
必

要
で
す
。

●
農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用

す
る
場
合

　
自
己
の
農
地
保
全
や
利
用
上
必
要
な
施

設
（
耕
作
用
の
道
路
、
用
排
水
路
な
ど
）

に
転
用
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
の
用
地

が
２
ア
ー
ル
未
満
の
温
室
、
畜
舎
、
作
業

場
な
ど
農
業
経
営
上
必
要
な
施
設
に
転
用

す
る
場
合
、
許
可
は
不
要
で
す
が
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合

　
無
断
で
転
用
し
た
場
合
、
農
地
法
違
反

と
な
り
、
農
地
な
ど
の
権
利
取
得
の
効
力

が
生
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
罰
則
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

●
転
用
の
手
続
き

　
所
定
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
作

成
し
、
農
地
の
あ
る
市
町
村
の
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
経
済

課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
！

住民基本台帳カードが
転出先でも継続利用できます
　これまで住基カードをお持ちの人が町外に転出する場
合、住基カードを返納していただいていましたが、７月９
日に住民基本台帳法が改正されたことに伴い、住基カード
を転出先でも継続利用できるようになりました。
※転入届の遅延などで、継続利用できない場合があります。
　また、住民票が作成される外国人の方の住基カードの交付な

どは、平成25年７月から実施される予定です。 

【注意】　電子証明書は転出した際に失効しますので、転入
　　　　先の市町村で再度手続きが必要となります。

■問合せ先　町役場町民課　☎（５６）７１１３

転出先で住基カードを継続利用するには
①転出の届出をする際に、継続利用を希望する旨を申し出

てください。
②転入の届出をする際に、必ず住基カードを持参してくだ

さい。その際にカードの暗証番号（発行時に登録した４
桁の数字）の入力と、住基カード裏面への新住所の記載
などの手続きが必要です。
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科
学
や
技
術
が
発
展
し
、

多
く
の
人
が
豊
か
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今

日
、
人
々
の
人
権
意
識
も

年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
、虐
待
、

無
差
別
殺
人
、
い
じ
め
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
、
心
が
痛

む
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
ネ
ッ
ト

で
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
、
今

な
お
様
々
な
人
権
問
題
が
幅

広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

お
互
い
の
心
の
受
け
止
め

方
、
相
手
に
対
す
る
人
権
感

覚
の
違
い
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
お
互
い
一
人
ひ
と

り
が
、
相
手
の
こ
と
を
気
に

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
こ
れ
ら
の
こ
と
は

き
っ
と
改
善
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
心

か
ら
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て

接
し
て
い
る
か
、
自
分
を
見

つ
め
直
し
て
み
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
す
る
と
、
自
分
の

中
に
は
心
の
冷
た
さ
や
温
か

さ
と
い
っ
た
人
間
の
も
つ
二

面
性
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付

く
で
し
ょ
う
。
常
に
温
か
い

眼
差
し
、
や
さ
し
い
笑
顔
、

温
も
り
の
あ
る
手
を
差
し
の

べ
る
心
が
け
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
、
相
手
の
心
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
相
手

を
安
心
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。　
　

例
え
ば
、
心
あ
る
「
お
は

よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
や
、「
ご

精
が
出
ま
す
ね
」の
一
言
は
、

相
手
の
心
に
伝
わ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
温
も
り

の
あ
る
つ
な
が
り
は
お
互
い

の
信
頼
関
係
を
ま
す
ま
す
高

め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

温
も
り
の
あ
る
心
で
周
り
の

人
に
つ
な
が
り
を
も
ち
、
そ

の
温
も
り
を
広
げ
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
に
温
も
り
を
伝
え
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

今
年
、「
山
口
県
人
権
推

進
指
針
」
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。そ
こ
に
は「
じ
ゆ
う
」「
び

ょ
う
ど
う
」「
い
の
ち
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
自
主
的
な
取
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
人
権
感
覚
を
磨
き
、
心

の
温
も
り
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。平

生
町
で
も
「
人
間
尊
重

の
精
神
を
基
本
と
し
た
心
豊

か
な
生
活
の
創
造
と
、
人
間

性
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
基

本
方
針
と
し
て
、
毎
年
人
権

学
習
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
講
演
な
ど
を
通
し
て
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
の
学

習
会
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
人
権
感
覚
を
磨
く

よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
予
定
は
、
8

月
21
日
㈫
・
22
日
㈬
・
23
日

㈭
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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　「平生町まちづくり条例検討合同部会」の６月の会
議では、条例素案の内容について協議を行っていま
す。前回は「まちづくり条例と総合計画・町民憲章
との違い」について紹介しました。今回は、「議会と
まちづくり条例の役割は？」について紹介します。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ❺

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１
議会とまちづくり条例の役割は？

Thema

　日本では憲法 93 条で、地方自治体の首長と地方
議員を住民が直接選挙で選ぶ二元代表制をとるよう
定めています。
　二元代表制では、議員は法律や予算などを審議・
決定する権限をもちますが、その執行は行政の長が
責任をもつため、立法権と行政権の分離を徹底でき
る利点があります。
　一方、国政では直接選挙で選んだ議員で構成され
る議会が首相を指名し、その首相が内閣を組織する

「議院内閣制」をとっています。

　協働とは、住民と町が、
地域の問題解決に向け
て、自助・共助・公助の
理念に基づき、持ち味や
得意分野の異なる主体が
それぞれの特徴をお互い
に生かして取り組む、具
体的なまちづくりの手法
のこと。

Ｑ：議会とまちづくり条例の役割は？

Ａ：ともに住民自治の実現を目指すも
のです。
　地方自治はあくまでも町長、町議会議員を住
民の代表とする間接民主主義が原則です。従っ
て住民の参加によって行政の責任が軽減される
ものではありませんし、住民を代表する議会の
活動が住民自治の実現の大きな柱であることは
言うまでもありません。
　まちづくり条例は、こうした基本的な住民自
治の制度を補完し、さらに充実した住民自治を
実現するために、住民の参加や協働の制度・手
法を定め、充実した住民自治を町政の基本に高
めていくことを定めたものです。

協働
企業等

議会 行政

住民
個人

住民活
動団体



　
紫
陽
花
が
雨
に
映
え
、
こ
の
季

節
な
ら
で
は
の
風
情
を
か
も
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
先
日
恒

例
の
「
平
生
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
親

睦
発
表
会
」
が
武
道
館
で
開
催
さ

れ
、
会
場
は
梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
な
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　
私
と
教
育
長
は
毎
年
、
主
催
者

の
ご
厚
意
で
飛
び
入
り
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
今
回
私

は
、
千
昌
夫
の
『
夕
焼
け
雲
』
を

歌
い
ま
し
た
。
東
日
本
の
被
災
者

の
心
情
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら

『
♪
…
帰
り
た
い
け
ど 

帰
れ
な
い 

帰
れ
な
い 

夕
焼
け
雲
の 

そ
の
下

で 

ひ
と
り
の
酒
に 

偲し
の

ぶ
町
（
作

詞
：
横
井
弘
）』
と
。
郷
愁
を
誘

う
い
い
歌
で
す
。そ
れ
に
し
て
も
、

ど
れ
だ
け
の
人
々
が
酒
で
傷
心
を

癒
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
…
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
は
さ
す
が
日
本

人
！
で
す
。
被
災
し
た
蔵
元
の

復
興
を
支
援
す
る
愛
飲
家
の
動
き

が
全
国
に
広
ま
り
、
昨
年
の
日
本

酒
の
出
荷
量
は
16
年
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
た
と
の
こ
と
。
消
費
量
が

減
り
続
け
て
い
た
日
本
酒
だ
け

に
、
地
域
や
業
界
に
と
っ
て
も
大

き
な
励
み
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
そ
ん
な
折
、
日
本
酒
や
焼
酎
な

ど
の
国
産
酒
を
『
国
酒
』
と
し
て

海
外
に
売
り
込
も
う
と
、
政
府
の

国
家
戦
略
室
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ

れ
は
、わ
が
国
が
今
年
３
月
、『
和

食
』
を
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
“
無
形
文
化

遺
産
”
に
登
録
申
請
し
た
こ
と
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム
の
中
、

料
理
の
旨
み
を
さ
ら
に
引
き
出
す

酒
と
セ
ッ
ト
で
浸
透
を
図
ろ
う
と

す
る
試
み
は
、
政
府
に
し
て
は
久

し
ぶ
り
の
ヒ
ッ
ト
で
、
拍
手
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
は
、
日
本
か
ら
歌
舞
伎
、
能

楽
な
ど
、
20
件
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
食
文
化
の
分
野
で
は
初

め
て
の
挑
戦
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
料

理
や
地
中
海
料
理
な
ど
が
す
で
に

登
録
済
み
と
い
う
の
で
す
か
ら

「
和
食
」
だ
っ
て
、
決
し
て
ひ
け

を
と
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
和
食
」こ
そ
、わ
が
国
の
気
候
、

風
土
に
根
差
し
、
四
季
折
々
の
多

彩
な
食
材
を
生
か
し
た
、
日
本
人

の
知
恵
の
宝
庫
で
あ
り
、
技
の
結

晶
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
“
挑
戦
”
が
、「
和
食
」
の
良

さ
を
再
認
識
し
、
日
本
の
食
文
化

に
誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
登
録
の
可
否

は
、
早
け
れ
ば
来
年
秋
に
決
定
さ

れ
る
と
い
い
ま
す
。
日
本
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
同
じ
く
世
界
遺
産

の
登
録
を
目
指
す
「
富
士
山
」
と

の
“
ダ
ブ
ル
指
定
”
が
実
現
す
れ

ば
…
…
と
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り

で
す
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

“
日
本
酒
と
和
食
”

No.123

ＳＴＯＰ！
不法電波
　電波は、テレビ、ラジオ、携帯電
話や無線ＬＡＮなどの身近なものか
ら、消防・救急、警察などの重要な
無線通信まで、幅広く利用されてい
ます。
　これらの無線通信にさまざまな混
信・妨害が発生しており、その原因
の多くは不法無線局から発射される
電波によるものです。
　不法電波は犯罪です。わたしたち
の暮らしを守り、電波を安心して利
用できるよう、不法無線局をなくし
ましょう。

無線機の使用には
技適マークの確認を！

　 電波法違反には罰則があります
　「免許を受けずに無線局を開設」「警
察・消防などの重要無線通信を妨害」
などの違反は、懲役または罰金に処せ
られます。

　電波に関する困りごと・ご相談は
下記までお問い合わせください。
 ■問合せ先
　中国総合通信局
　【不法無線局による混信・妨害相談】
　　☎０８２（２２２）３３３２
　【テレビ・ラジオ受信障害】
　　☎０８２（２２２）３３８３

技適マーク

改正育児・介護休業法
が全面施行されました
　男女ともに、仕事と家庭の両立が
できる働き方の実現を目指し、平成
21 年に育児・介護休業法が改正され
ました。７月１日からは、これまで
適用が猶予されていた下記の制度が
従業員数が 100 人以下の事業主にも
適用されています。
①３歳までの子を養育する従業員の

短時間勤務制度（１日６時間）
②３歳までの子を養育する従業員の

所定外労働の制限（残業免除）
③介護休暇（要介護状態の家族が１

人で年５日、２人で年 10 日）
～詳しくはお問い合わせください～
■問合せ先
　山口労働局雇用均等室
　☎０８３（９９５）０３９０
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丸山海浜パークに
サメ防護ネットを設置

　丸山海浜パークにサメ防護ネットを設置して
います。
　危険ですので、遊泳中はブイ（防護ネット）
に近づかないよう注意しましょう。

■問合せ先　町役場経済課　☎（５６）７１１７

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

（
65
歳
以
上
）
で
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か
け
合
お
う
！

　
特
に
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
高
齢

者
、
障
害
児
・
障
害
者
や
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く
見
守

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予

防
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

麻里府発 馬島着 馬島発 佐合島着 佐合島発 佐賀着
9:00 9:08 9:09 9:20 9:21 9:29

■問合せ先　熊南総合事務組合　☎（５７）０５３０

●臨時増便運行期間
　７月20日㈮～８月20日㈪の土・日曜日
　および８月13日㈪～15日㈬

佐賀発 佐合島着 佐合島発 馬島着 馬島発 麻里府着
9:30 9:38 9:40 9:51 9:52 10:00

●臨時増便発着時刻

※渡船時刻表は町ホームページでご覧いただけます。

全国海難防止強調運動
（７月 16 日〜 31 日）

　次のことに注意し、海難の防止に努めましょう。
●常時適切な見張りを徹底し、相手船舶の動向を

把握
●発航前点検の徹底
●自己救命策の確保
　①ライフジャケットを着ちょる
　②携帯電話を持っちょる
　③１１８番を知っちょる

サマージャンボ宝くじ　１等・前後賞合わせて５億円！　１等 ４億円 ×26本（前後賞各 5,000万円 ×52本）

発売期間：７月27日㈮まで ～ この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます～
２０００万サマーも同時発売！　１等 2,000万円 ×450本

熱
中
症
の
予
防
法

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、「
水
分
補
給
」

と「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
！

●
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補
給

●
体
調
に
合
わ
せ
た
取
組
み

　
こ
ま
め
な
体
温
測
定

　
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
に

よ
る
体
の
冷
却

●
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度
調

整
　

室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
の
確
保

（
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
な
ど
）

●
外
出
時
の
準
備

　
日
傘
や
帽
子
の
着
用

　
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

　
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の
衣
服

着
用

注
意
す
る
こ
と

◆
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

　
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
暑

さ
に
対
す
る
抵
抗
力
に
合
わ
せ
た
万
全
の

予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
は
特
に
注
意
！

　
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

 

・

暑さ指数予報値のお知らせ
　熱中症を引き起こす環境条件として影響の大き
い「湿度」「輻射熱」「気温」の３つを取り入れた
指標として「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」があります。
　県内３カ所（下関・萩・山口）の観測地点にお
ける「暑さ指数」予報値を県ホームページで公表
していますので、熱中症予防の参考にご活用くだ
さい。

【県ホームページ】http://www.pref.yamaguchi.
lg.jp/cms/a15200/nanbyou/2012wbgt.html

馬島・佐合島航路
夏季の臨時増便
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男子厨房に立つ！
　５月 25 日、町保健センター調理室でシニア男
子クッキング講座が開講しました。
　受講者の男性 11 人は、ほとんどが料理初心者。
この日を含めて全８回の教室で、一生使える料理
の基本をマスターします。

ホタル鑑賞の夕べ
　５月 26 日、曽根の向井原地区の和田川沿いで、
地元有志の方々が主催する「ホタル鑑賞の夕べ」
が開催されました。
　温かいおもてなしと、美しいホタルの光を楽し
みに、会場には多くの人が集まりました。

平生町母子保健推進協議会主催行事

にこにこひろば
　５月 24 日、町武道館でにこにこ運動会が開催され、
乳幼児と保護者のみなさんが、いろいろな競技に参加
して楽しみました。
　６月７日、講演会「子どもの生きる力は無限大」が
開催されました。講師に迎えた西佐波保育園（防府市）
園長の渡辺二美子先生は、乳幼児期のやりたい気持ち
にふたをせず、自主性を育むことの大切さを参加者に
伝えました。

△にこにこ運動会
▽にこにこひろば講演会

田んぼアートと田植え体験
　６月 11 日、平生中央児童館横のほ場で、小学
生約 40 人が田植えを体験しました。
　数種類の米の苗を決められた場所に植えること
で、田んぼアートの制作も併せて体験。８月頃に
は出穂し、アートが浮かび上がるそうです。

高齢免許返納者に
飲食代などの割引サービス
　５月 28 日、柳井警察署で「運転免許自主返納
者に対するサービス支援協定締結式」が行われま
した。
　高齢者の交通事故防止および免許返納に伴う負
担の軽減に少しでも協力できればと、この日、柳
井警察署と協定を交わしたのは平生町観光協会と
傘下３事業所。この協定に基づき、運転免許を返
納した高齢ドライバーに対し、飲食代などの割引
サービスが提供されます。
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総会・講演会開催　
　６月 16 日、町勤労青少年ホームで、平生町『ひ
ろげよう男

ひ と

と女
ひ と

』連絡協議会の総会および講演会
が開催されました。
　講演会「自分育ては
地域の縁 ( えにし ) か
ら」では、講師に迎え
たやまぐちネットワー
クエコー代表の西山香
代子さんが、ご自身の
経験を交えて、人と人
との支え合いがいかに
大切であるかを、参加
者に伝えました。

ひろげよう
男と女佐賀小と地域のふれあい

　６月 21 日、佐賀公民館主催の「ふれあい交流会」
が佐賀小学校で開催されました。同校１・２年の
児童と地域の方々が参加し、遊びや会話を通じて
交流を深めるこの催し。子どもたちの元気と、地
域の方々のぬくもりが、会場を満たしていました。

熱唱！カラオケ発表会
　 ６ 月 17 日、 町 武 道
館で平生町カラオケ同
好会親睦発表会が開催
され、各地域のカラオ
ケサークルのみなさん
が一堂に会して、普段
の練習の成果を披露し
ました。
　歌声はもちろんのこ
と、ステージ上でのパ
フォーマンスや華やか
な衣装が、会場を盛り
上げていました。

子ども会そうさく活動
　６月 16 日、町子ども会主催の「子ども会そう
さく活動」が行われ、50 人を超える小学生が参加
し、うどんやデザートを作りました。
　うどんは粉から作る本格派。練った生地を足で
踏み、コシのある麺が完成しました。

キャリア教育推進事業講演会
楽しいことを空想しよう

　６月 12 日、平生中学校でキャリア教育推進
事業講演会が開催されました。
　講師に迎えた本町出身の吉村さんは、アイド
ルグループやアニメを題材に、楽しいことを空
想するためには多くのことを考え、学ぶことが
必要であることを生徒たちに伝えました。
　また、空想の原
点はふるさとにあ
り、「平生で生ま
れ育ったことに誇
りを持ち、おもし
ろい人生を過ごし
てください」とく
くりました。　

会　場：山口県立博物館３階展示会場
入館料：700 円（一般）、450 円（学生）
　　　　19 歳未満および 70 歳以上は無料
内　容：展示コーナー、体験コーナー、イベント【ホームページ】http://http://www.yamahaku.pref.yamaguchi.lg.jp

山口県立博物館開館 100 周年記念企画　７月 13 日㈮〜８月 26 日㈰

「大鉄道展」～鉄道の発達の歴史、明治から現在、そして未来へ～

【吉村氏 談】

講 師　吉村 誠
習成小・中学校（平生小・中学校の前身）、
熊毛南高校、東京大学卒業～朝日放送
プロデューサー～宝塚大学教授（現在）
　朝日放送では「新婚さん！いらっしゃ
い」など多くの人気番組を担当し、「Ｍ
－１グランプリ」「ビフォーアフター」
などの制作にも携わる。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

平生小児童が環境美化
　６月 22 日、平生小
学校５年生の児童が総
合学習の一環として、
自分たちが住む各地域
に分かれてごみ拾いを
行いました。
　図書館付近では多く
のごみが集まり、みん
なで協力して分別作業
を行っていました。そ
の熱心な姿には、環境
美化意識の高まりが強
く感じられました。

完熟トマトの収穫体験
　６月 24 日、「きてみて！ひらおの会」主催の完
熟トマトの収穫体験が行われました。
　収穫するのは、ひらお特産品センターにも並ん
でいる安全安心の完熟トマト。町外からの参加者
も多く、そのおいしさで平生の味をＰＲしました。

尾国　６月 10 日、尾国地区協議会のみなさん
が、秋の三世代交流芋収
穫祭に向け、サツマイモ
の苗の植え付けを行いま
した。マルチ敷きから植
え付けまでの作業を、み
んなが協力して手際良く
完了させました。　

佐賀　６月 26 日、佐賀やぶ地区のみなさんが、
佐賀保育園の園児を招い
て、芋の苗の植え付け体
験を行いました。がんば
った園児たちは秋の収穫
祭にも招待されるとのこ
と。今から芋の出来栄え
が楽しみです。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　

５
月
31
日
に
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
24
年
度
交

通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
金
福
照

明
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
福
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
か
ら
現
在
ま
で
の
長
き
に

わ
た
り
、
交
通
安
全
協
会
の
役
員
と
し
て
協
会
運
営
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
街
頭
立
哨
指
導
や
各

種
行
事
で
の
啓
発
活

動
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、
町
内
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

表
　
彰

ス ポ ー ツ 大 会 結 果
平生町バレーボール大会（６月３日／町体育館）
Ａブロック　１位　光輝クラブＡ
Ｂブロック　１位　眞工バレー部
Ｃブロック　１位　永大産業バレーボール部

大野　５月 27 日、大野公民館で自然体験学習
が開催され、子どもたちと地域の方々が、サツマ
イモの苗の植え付けを行いました。また、前回の
体験学習で作製した交通安
全看板を通学路などに設置
しました。

地域の行事
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子
育
て
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か

～
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
～

　
待
ち
望
ん
で
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
こ
と
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
に
と
っ
て
と
て
も
う
れ

し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
生
活
は

こ
れ
ま
で
よ
り
少
し
ば
か
り
忙
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
な
か
な
か
寝
付
か

な
い
た
め
、
お
母
さ
ん
が
不
眠
に

な
っ
た
り
、
泣
き
止
ま
な
い
原
因

が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
離
乳

食
を
開
始
す
る
時
期
が
き
た
の
に

う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

こ
と
は
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ず
っ
と
続
く
と

そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
不
安
な
気
持
ち
か

ら
育
児
を
負
担
に
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
頃
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
で
思
い
あ
た
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

□
気
分
が
落
ち
込
み
、
と
て
も
疲

れ
る
。
不
眠
。

□
育
児
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が

い
な
い
。

□
子
ど
も
に
関
心
が
も
て
な
い
。

□
育
児
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
つ
ら

い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

□
子
ど
も
を
叩
き
た
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。

□
悩
み
を
相
談
す
る
人
が
い
な

い
。

□
毎
日
の
生
活
や
育
児
が
楽
し
く

な
い
。

□
育
児
に
つ
い
て
夫
婦
や
家
族
で

意
見
が
合
わ
な
い
。

　　
完
璧
な
子
育
て
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
子
育
て

は
一
人
き
り
で
で
き
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
や
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き

に
は
、
ま
ず
誰
か
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
不
安
や
悩
み
は
、
考

え
る
だ
け
で
な
く
言
葉
に
出
す
こ

と
で
少
し
で
も
気
持
ち
が
軽
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

No.613

　きなこは大豆を炒って粉にしたもので大豆より消
化がよく、大豆製品の中でいちばん大豆そのものに
近い栄養成分を持っています。

《材　料》　10人分

《作り方》

きなこムース

① 粉ゼラチンを分量の水でふやかす。
② 牛乳、きなこ、砂糖を鍋に合わせ温め、沸騰直

前になったら①を加えて溶かす。
③ ②を水で冷やし粗熱をとる。
④ 生クリームを７分立てに泡立て、氷水で冷やし

ながら③を加える。とろみがついたら器に入れ、
冷蔵庫で冷やし固める。

⑤ 固まったら、ホィップクリームと抹茶を飾る。

きなこ　　　　大さじ６
砂糖　　　　　大さじ６
粉ゼラチン　　　 10ｇ
水　　　　　　大さじ４

牛乳　　　　　２カップ
生クリーム　　１カップ
ホィップクリーム　少々
抹茶　　　　　　　少々

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１

　

町
で
は
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
の
い
る
す
べ
て
の
ご
家
庭
を
保
健
師
が

訪
問
し
、
お
子
様
の
体
重
測
定
や
、
子
育

て
や
発
育
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
く
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
機
関
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
相
談
機
関
（
電
話
）
一
覧

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

【
月
・
水
・
金
曜
日
】
８
：
30
～
17
：
15

【
火･

木
曜
日
】
８
：
30
～
21
：
00

　
保
護
者
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン

　
　
☎
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
３

　
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン

　
　
☎
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
１

公
共
施
設

【
月
～
金
曜
日
】
８
：
30
～
17
：
15

　
岩
国
児
童
相
談
所

　
　
☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
１
３

　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
２
２
）
３
６
３
１

　
平
生
町
教
育
委
員
会

　
　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
５
６
）
２
４
４
６

　
平
生
中
央
児
童
館

　
　
☎
（
５
６
）
１
１
５
０

　
平
生
町
健
康
福
祉
課

　
　
☎
（
５
６
）
７
１
１
５

　
平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
５
６
）
７
１
４
１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.201
　
平
生
町
柑
橘
研
究
会
は
、
昭
和

53
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

で
35
年
目
を
迎
え
る
農
業
研
究
団

体
で
す
。

　

本
研
究
会
の
み
か
ん
の
特
徴

は
、「
ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん
」
と

呼
ば
れ
る
、
安
全
で
お
い
し
い
み

か
ん
で
す
。「
ア
ル
ギ
ッ
ト
」と
は
、

カ
ナ
ダ
産
の
海
藻
を
使
っ
た
有
機

肥
料
の
こ
と
で
、
海
水
に
含
ま
れ

る
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
た
っ
ぷ
り
と
り

こ
ん
だ
海
藻
を
肥
料
原
料
に
用
い

る
こ
と
で
、
化
学
肥
料
を
使
わ
ず

に
、
お
い
し
い
ミ
カ
ン
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
薬

残
留
基
準
を
国
が
定
め
た
も
の
の

10
分
の
１
以
下
に
設
定
し
、
害
虫

駆
除
に
天
敵
（
ハ
チ
類
）
の
導
入

を
試
み
る
（
平
成
14
年
度
）
な
ど
、

独
自
の
農
薬
削
減
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
会
に
は
、
現
在
約
50
人

の
会
員
が
い
ま
す
が
、
設
立
当
初

は
、
国
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
み

か
ん
園
が
開
墾
さ
れ
、
栽
培
者
が

約
２
７
０
人
い
ま
し
た
。
本
研
究

会
の
目
的
は
、
技
術
の
向
上
と
販

売
促
進
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研

究
や
販
売
促
進
の
工
夫
と
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
。

　
技
術
の
向
上
で
は
、
山
口
県
柳

井
農
林
事
務
所
と
南
す
お
う
農
業

協
同
組
合
の
指
導
の
も
と
、
年
間

を
通
じ
て
肥
料
の
や
り
方
、剪
定
、

摘
果
、
防
除
な
ど
の
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優
良
先

進
地
へ
の
視
察
研
修
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
販
売
に
つ
い
て
は
、設
立
当
初
、

経
済
連
を
通
じ
て
、
市
場
へ
出
荷

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
安

全
・
安
心
で
美
味
し
い
み
か
ん
を

要
望
し
て
い
た
コ
ー
プ
こ
う
べ
に

直
送
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
課
題
は
、
会
員
数
の
減
少

と
そ
れ
に
伴
う
収
穫
量
の
減
少
を

く
い
止
め
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
の
解
決
の
道
を
模
索
し
な

が
ら
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
ひ
ら
お

特
産
品
セ
ン
タ
ー
へ
「
平
生
ア
ル

ギ
ッ
ト
み
か
ん
」
を
今
後
も
安
定

供
給
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、

ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん
の
産
地
維
持

の
た
め
に
、
生
産
者
と
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
平
生
町
の
特
産
品

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん
」
の
美
味

し
さ
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
み

か
ん
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
ア
ル
ギ
ッ
ト
み
か
ん

平
生
町
柑
橘
研
究
会

７月…16日㈪、23日㈪、30日㈪、31日（火・月末整理日）
８月…６日㈪、13日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

あなたが愛した記憶
誉田 哲也 著　

すみれ
青山 七恵 著

空き家急増の真実
米山 秀隆 著

最強！涼野菜レシピ
幸井 俊高 監修

たなばたセブン
ふくだ いわお 絵

サースキの笛がきこえる
エロイーズ・マッグロウ 作

１２月の夏休み 
川端 裕人 作

ものまね名人ツノゼミ
森島 啓司 文

こぶたのレーズン
バーリント・アーグネシュ 作

フルーツがいっぱい！春夏秋冬クールデザート
加藤 千恵 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『 ゆ う だ ち 』
あきびんご 作（偕成社）

　激しい夕立に降り込められた家
で、ヤギとオオカミがくりひろげる
命がけの歌合戦。
カリブ海に浮か
ぶ島国、トリニ
ダード・トバゴ
共和国に伝わる
民話をもとにし
た絵本。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

読書感想文・読書感想画の本が入りましたのでご利用ください



警察官、警察事務職員の募集

（平成24年「交通安全年間スローガン」）

平成24年７月号　広報ひらお 14

　先日、スーダンポンドという外国通貨の購入を勧誘する封書
が届きました。その後、他の業者から「購入は封書が送られた
特定の人しかできない。高値で買い取るので代わりに購入して
くれないか」と頼まれました。これは信用していいのでしょうか。

　「高値で買い取る」「必ずもうかる」などと説明する業者の話
は決してうのみにせず、安易にもうけ話に飛びつかないように
し、勧誘を受けてもきっぱりと断りましょう。

　近年、全国的に外国通貨に関する相談が増加傾向にあります。スー
ダン、イラク、アフガニスタン、リビア、ベトナムなどの国の通貨
がよく利用されています。いずれも、電話やダイレクトメールなど
で「将来発展し通貨価値が上がる」と購入を勧誘し、直後に他の業
者から高額で買い取ると勧誘してくる「劇場型詐欺」が多く、すぐ
にもうけが出ると錯覚して購入しても、買い取ると言った相手と連
絡が取れなくなります。
　これらの外国通貨は、米ドルなどの通貨と異なり、現在のところ
国内では極めて取引がしにくく、日本円への換金が困難な通貨です。
また、購入時の販売価格は、実際の為替レートよりも著しく高額と
なっています。販売業者の話は決してうのみにせず、勧誘を受けて
もきっぱりと断ることが大切です。

◆◇ワンポイント◇◆

外国通貨取引の勧誘について

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 慣れた道　思わぬ危険が　かくれんぼ

　受験案内・申込書は、柳井警察署、交番・駐在所で受け取
ることができます。詳細は、下記問合せ先または山口県人事
委員会事務局ホームページでご確認ください。
■問合せ先　柳井警察署　☎ ( ２３) ０１１０
　　　　　　警察本部警務課　☎０８３( ９３３) ０１１０

【受 付 期 間】　①②③ ７月13日㈮～８月24日㈮
【第１次試験日】　①② ９月16日㈰、③ ９月23日㈰

　平成 24 年度の採用試験が、次のとおり行われます。
区　分 受験資格

①警察官 (A)
　（第２回）

◇昭和 54 年４月２日以降に生まれた人
◇４年制以上の大学卒業者（卒業見込含む）

②警察官 (B)

◇昭和 54 年４月２日から平成７年４月１日
までに生まれた人

◇４年制以上の大学卒業者（卒業見込含む）
以外の人

③警察事務職員
　( 高卒程度 )

◇平成３年４月２日から平成７年４月１日ま
でに生まれた人

◇４年制以上の大学卒業者（卒業見込含む）
以外の人
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　われは海の子　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

受付時間
毎日 午後７時〜11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

●日時　月〜土曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　午前９時〜午後６時
●相談受付電話番号
　☎０８３（９３３）３２３２
●相談内容　賃金、セクハラ、休暇、
　残業、解雇など各種の労働相談
●相談員　社会保険労務士
●相談料　無料
■問合せ先　山口県労働政策課
　　　　　　☎０８３（９３３）３２１０

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：７月21日㈯　午前10時〜12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

まちの人口
５月31 日現在の住民
基本台帳記載人口。

（　）内は前月対比。

世帯数 5,614 世帯（ ＋ 2 ）
人　口 12,949 人 （ － 10 ）
うち男 6,161 人 （ － 4 ）

女 6,788 人 （ － 6 ）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（５月）資料：柳井地区広域消防組合 （５月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 0 0 4 287 管　内 32 108 0 39
平生町内 0 0 0 33 平生町内 1 14 0 1

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　８月８日㈬ ９：00〜10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　８月８日㈬ 10：00〜10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　８月８日㈬ 10：30〜11：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　８月８日㈬ 14：00〜16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　７月27日㈮ 10：00〜15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　８月21日㈫ 13：00〜14：00

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談内容　人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて
◆相談日　毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
　【時間・場所はまちのカレンダーでご確認ください】
◆相談員　人権擁護委員、行政相談委員

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

今月の納税【７月】 納期限７月 31 日

固定資産税　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第１期
介護保険料　　　　　　第１期
後期高齢者医療保険料　第１期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

労働ほっとライン
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

生
）
に
対
し
て
無
利
子
の
育
成
資
金

を
お
貸
し
し
ま
す
。

◇
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は

脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
遺
し
、
常
時
、

ま
た
は
随
時
介
護
を
要
す
る
人
へ
介

護
料
を
支
給
し
ま
す
。

※
条
件
や
金
額
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支

所
　
☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
４
１
９

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
開
催

　

正
社
員
で
働
き
た
い
あ
な
た
と
、

地
元
企
業
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し

ま
す
！

●
対
象
者　
現
在
求
職
中
の
人 

※
学

生
を
除
き
年
齢
不
問

●
日
時　

７
月
20
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
４
時

●
場
所　
柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

●
参
加
企
業　

県
内
に
事
業
所
が
あ

り
、
正
社
員
も
し
く
は
常
時
雇
用
を

予
定
し
て
い
る
企
業

□問
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
７
６
）
１
１
４
５

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い

る
家
族
に
そ
の
対
処
方
法
の
基
礎
的

知
識
の
習
得
を
促
す
と
と
も
に
、
同

じ
立
場
に
あ
る
家
族
同
士
が
共
に
語

海
上
保
安
学
校 

学
生
募
集

●
受
験
資
格　

平
成
19
年
４
月
１
日

以
降
に
高
等
学
校
を
卒
業
（
見
込
含
）

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
30
日
㈰

●
受
付
期
間　

７
月
30
日
㈪
～
８
月

７
日
㈫
（
期
間
内
消
印
有
効
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部 

人
事
課

　
☎
０
８
２
（
２
５
１
）
５
１
１
１

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
の
お
願
い

　

厚
生
労
働
省
と
山
口
県
で
は
、
常

用
労
働
者
数
１
～
４
人
の
事
業
所
を

対
象
に
、
給
与
・
労
働
時
間
・
雇
用

な
ど
の
調
査
を
７
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
対
象
地
区
内
の
事
業
所
へ

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
地
区　
佐
賀
地
区
の
一
部

□問
山
口
県
統
計
分
析
課
商
工
労
働
統

計
班

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
５
４

自
動
車
事
故
被
害
者
支
援

◇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

人
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な

ら
れ
た
人
の
お
子
様
（
０
歳
～
中
学

臨
時
雇
用
保
育
士
募
集

●
募
集
人
員　
３
名

●
勤
務
場
所　

平
生
保
育
園
、
宇
佐

木
保
育
園

●
勤
務
要
件

【
期
間
】
10
月
～
平
成
25
年
３
月
末

【
勤
務
日
】祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

【
賃
金
】
時
給
８
２
０
円

●
応
募
資
格　
保
育
士
資
格
所
持
者

●
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
可
）
に
写
真
を
は
り
、
町
役
場

総
務
課
ま
た
は
佐
賀
出
張
所
に
提
出

●
応
募
受
付
期
限　
８
月
31
日
㈮

□問
□申
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

●
職
種　
消
防
吏
員

●
採
用
予
定
人
員　
３
名
程
度

●
受
験
資
格　

①
平
成
元
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で

高
卒
（
見
込
含
）
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人　
②
採
用
後
、
柳
井
市
、

周
防
大
島
町
、
上
関
町
、
平
生
町
に

居
住
で
き
る
人

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
16
日
㈰

●
受
付
期
間　

７
月
13
日
㈮
～
８
月

10
日
㈮
（
期
間
内
消
印
有
効
）

※
受
験
資
格
詳
細
・
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合 

消
防

本
部
総
務
課

　
昼
間
☎（
２
３
）
７
７
７
２

　
夜
間
・
休
日
☎（
２
２
）
０
０
４
０

刑
務
官
募
集

●
受
験
資
格

①
刑
務
Ａ
、
刑
務
Ａ
（
武
道
）　
昭
和

58
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
子

②
刑
務
Ｂ
、
刑
務
Ｂ
（
武
道
）　
同
右

の
女
子

③
刑
務
Ａ
（
社
会
人
）　
昭
和
47
年
４

月
２
日
～
昭
和
58
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
子

③
刑
務
Ｂ
（
社
会
人
）
同
右
の
女
子

●
第
１
次
試
験
日　
９
月
23
日
㈰

●
受
付
期
間　

７
月
30
日
㈪
～
８
月

７
日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
岩
国
刑
務
所
庶
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
６

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ
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＜ 以下は広告欄です ＞

り
合
い
、
解
決
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
日
程　

９
月
以
降
毎
月
第
２
火
曜

日
（
全
７
回
）

●
場
所　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
限　
８
月
８
日
㈬

●
参
加
費　
無
料 
※
初
回
５
０
０
円

□問
□申
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
２
２
）
３
６
３
１

母
子
家
庭
等
の
医
療
事
務
講
座

●
日
時　

８
月
24
日
㈮
～
11
月
20
日

㈫
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

午
後
６
時

30
分
～
９
時
（
全
25
回
）

●
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
柳
井
教
室

●
対
象　

資
格
を
活
か
し
て
就
労
を

希
望
す
る
50
歳
未
満
の
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦

●
定
員　
４
名
程
度 

※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

●
受
講
料　
無
料 

※
別
途
テ
キ
ス
ト

代
、
受
験
料
必
要

●
申
込
期
限　
７
月
25
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
／
受
験
準

備
講
習

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
８
日

㈬
、
９
日
㈭
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
７
日

㈫
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　
【
実
技
】
８

月
８
日
㈬
～
22
日
㈬
の
内
３
日
間

（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
７
月
27
日
㈮

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
22
日

㈬
、23
日
㈭
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　
【
実

技
】
８
月
24
日
㈮
～
28
日
㈫
の
内
１

日
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
８
月
10
日
㈮

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

●
日
程
（
場
所
）【
学
科
】
８
月
28
日

㈫
、
29
日
㈬
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
期
限　
８
月
17
日
㈮

□問
□申
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

「
島
ス
ク
エ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
」

夏
休
み
特
別
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

８
月
10
日
㈮
、
16
日
㈭
、

20
日
㈪
、
25
日
㈯　

午
前
９
時
50
分

～
午
後
３
時
50
分
（
25
日
は
９
時
50

分
～
午
後
１
時
30
分
）

●
会
場　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
対
象
者　

周
防
大
島
町
お
よ
び
近

隣
市
町
に
在
住
す
る
高
校
生
・
高
専

生
15
名
（
グ
ル
ー
プ
可
）
※
帰
省
中

の
大
学
生
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
内
容　

起
業
に
つ
い
て
考
え
、
地

域
資
源
の
活
用
や
活
性
化
に
目
を
向

け
た
生
き
方
に
つ
な
げ
る
。

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
期
限　
７
月
27
日
㈮

□問
□申
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
島
ス

ク
エ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
担
当
係　

　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
６
７
３

岩
国
短
期
大
学

生
涯
学
習
公
開
講
座

●
講
座
内
容
／
開
講
曜
日
／
定
員

①
“
今
ど
き
”
の
パ
ソ
コ
ン
の
世
界

を
体
験
し
て
み
る
／
月
曜
日
／
20
名

②
ず
っ
と
英
語
で
喋
り
ま
し
ょ
う
！

（
中
級
）
／
火
曜
日
／
17
名

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
街
づ
く
り
／
木

曜
日
／
20
名

④
初
心
者
の
水
彩
画
／
金
曜
日
／
15

名●
開
講
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
12
月

17
日
㈪
（
各
講
座
全
10
回
）

●
受
講
資
格　
原
則
20
歳
以
上
の
人

●
会
場　
岩
国
短
期
大
学

●
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
受
講
料　
１
講
座
７
０
０
０
円

●
申
込
期
間 

８
月
８
日
㈬
～
22
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
□申
岩
国
短
期
大
学
総
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
３
１
）
８
１
４
１

県
警
音
楽
隊

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　
８
月
26
日
㈰
午
後
４
時
～

●
場
所　
サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
や
歌
謡

曲
・
映
画
音
楽
の
演
奏
な
ど

●
入
場
料　
無
料 

※
要
入
場
整
理
券

●
入
場
整
理
券

【
配
布
開
始
日
時
】
８
月
15
日
㈬　
午

前
８
時
30
分
～

【
配
布
場
所
】
平
生
幹
部
交
番
、
サ
ン

ビ
ー
ム
や
な
い 

な
ど 

※
旧
庁
舎
解

体
工
事
中
の
た
め
、
柳
井
警
察
署
で

の
配
布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

□問
山
口
県
警
察
本
部 

音
楽
隊
係

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
０
１
１
０

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

８
月
４
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容　

多
重
債
務
問
題
や
相

続
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、
手
続
き

の
説
明
や
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当
：
伊
藤

　
☎
０
８
３
３
（
４
４
）
３
７
５
５

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

18 歳未満の雇用について
　事業者が 18 歳未満の人をアルバイトとし
て雇用し、仕事をさせるときには、労働基準
法により労働条件通知書の交付義務、時間外・
休日労働の禁止などの規定があります。
　詳しくはお問い合わせください。
■問合せ先　下松労働基準監督署
　　　　　　☎０８３３（４１）１７８０
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平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

16
(月)

海の日

17 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

18 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）(水)

19 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )
(木)

20 幼稚園、小・中学校終業式
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

21
体育館開放日 ( 午前中 )
ラジオ体操会（6:20／佐賀公民館、7:00／曽根公民館）
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

(土)

22
(日)

23
(月)

24 離乳食学級 (9:30 ／保健センター )
(火)

25
(水)

26 押し花のしおり作り（9:00 ／曽根公民館）
ふれあい夏の天体観測会（19:30 ／平生小学校）(木)

27
(金)

28 体育館開放日 ( 午前中 )
(土)

29 山口県知事選挙 投開票日
(日)

30 きり絵教室（9:30 ／佐賀公民館）
保健センター開放日 (13:00)(月)

31
(火)

1 結核・肺がん検診 ( 町内各地区巡回 )
マロニエ会 (9:30 ／保健センター )(水)

2 結核・肺がん検診 ( 町内各地区巡回 )
(木)

3 結核・肺がん検診 ( 町内各地区巡回 )
スケッチ会（9:00 ／中央公民館）(金)

4 体育館開放日 ( 午前中 )
ひらお十七夜まつり

(18:00 ／中央公民館駐車場付近【花火 20:30 ～】)(土)

5 親と子の料理教室（9:30 ／大野公民館）
(日)

6 結核・肺がん検診 ( 町内各地区巡回 )
子ども映画会（10:00 ／佐賀公民館）(月)

7 結核・肺がん検診 ( 町内各地区巡回 )
育児学級 (10:00 ／保健センター )
子ども映画会（10:00 ／佐賀公民館）(火)

8 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
こころの健康相談（13:30 ／保健センター）
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

9 スケッチ会（9:00 ／佐賀公民館）
(木)

10
(金)

11 体育館開放日 ( 午前中 )
盆踊り大会 (19:00 ／曽根地区 )(土)

12 盆踊り大会 (19:30 ／大野地区 )
(日)

13
(月)

14 盆踊り大会
(19:00 ／尾国地区、19:30 ／竪ヶ浜・田名・佐合・やぶ地区 )(火)

15 盆踊り大会 (19:00 ／宇佐木地区 )
(水)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

７　　月 ８　　月

平
生
中
学
校
３
年 

新
原  

瞳

平
生
中
学
校
３
年 

高
岡 

雪
乃

「
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

手
を
と
り
あ
い

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

ゆ
た
か
な
平
生

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
23
年
度
）の
も
の
で
す
。

８月４日㈯　ひらお十七夜まつり開催 イベント　時間：午後６時〜９時30分
　　　　　場所：中央公民館駐車場付近

花　　火　時間：午後８時30分〜９時10分
　　　　　打上数：1500発

■問合せ先　ひらお十七夜まつり実行委員会（平生町商工会内）
　　　　　　☎（５６）２２４５


